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東京海洋⼤学で講義を実施 

〜海運海事業界の未来を担う⼈材育成〜 
 

商船三井マリテックス株式会社（社⻑：新⽥恭哉、本社：東京都港区、以下「当社」）
は、2026年９⽉３⽇（⽊）〜４⽇（⾦）に、国⽴⼤学法⼈東京海洋⼤学で講義を⾏いまし
た。 
 
今回の講義は、海事産業の具体的な取り組みを伝えること、またダイナミックポジショニ
ング（DP）システムやオフショア船について知ることで、将来のエネルギーバランスや
海洋開発、オフショア船事業への知識も深めることを⽬的としています。 
 
１⽇⽬は同⼤学越中島キャンパスにて、「海事コンサルティングの実務」、「ダイナミッ
クポジショニング概論」及び「オフショア船の実務（新造船監理、海洋調査船、ケーブル
船）」の講義を⾏いました。 
2⽇⽬には、操船シミュレータとDPシミュレータを⽤いた実習を通して、現場でどのよう
に活⽤されているのかを学⽣が体験しました。熱⼼にメモをとり、社員へ質問しながら、
それぞれのシミュレータの役割を知る機会となりました。 
 
２⽇⽬最後のグループワークでは「海事⼤国・海事⽴国の⽇本で、今後伸びるであろう事
業とは？それに向けて必要になることは？」をテーマに、グループごとに考え発表しまし
た。特殊な環境に対応できる作業船建造、⾃然災害へ対応できる船、原⼦⼒などのエネル
ギー発電に関わる船など、多⽅⾯かつ近年直⾯している地球環境の⾯から考えられた⼤変
興味深い内容で、次世代の可能性を感じる有意義な時間となりました。 
 
当社は、海運を中⼼とした社会インフラ事業を展開する商船三井グループの⼀員として、
海洋開発、新造船建造など海運海事業界の次世代⼈材育成に貢献してまいります。 

講義の様⼦   シミュレータ実習の様⼦    グループワークの様⼦ 
 


